
８
ミ
リ
ほ
ど
の
キ
ー
デ
ィ
ッ
プ
（
押
し
下
げ

た
と
き
の
深
さ
）
を
打
鍵
し
た
と
き
、
プ
レ

イ
エ
ル
は
打
鍵
前
の
も
と
の
位
置
ま
で
戻
さ

な
い
と
次
の
音
が
出
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
エ

ラ
ー
ル
は
、
半
分
ほ
ど
戻
れ
ば
次
の
音
の
打

鍵
が
可
能
で
す
。
当
然
、
エ
ラ
ー
ル
の
ほ
う

が
速
い
テ
ン
ポ
や
華
や
か
な
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ

の
表
現
を
得
意
と
し
て
お
り
、
超
絶
技
巧
の

披
露
が
不
可
欠
だ
っ
た
若
き
日
の
リ
ス
ト
が

プ
レ
イ
エ
ル
で
は
な
く
、
エ
ラ
ー
ル
を
気
に

入
っ
て
い
た
の
は
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

　

エ
ラ
ー
ル
社
の
創
始
者
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

エ
ラ
ー
ル
（
１
７
５
２
〜
１
８
３
１
）
は
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
生
ま
れ
。
イ
ギ
リ
ス
の
ピ

ア
ノ
制
作
技
術
を
学
ん
だ
後
、
弟
ジ
ャ
ン
・

バ
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
パ
リ
で
エ
ラ
ー
ル
社

を
創
立
し
、
ピ
ア
ノ
の
発
展
に
大
き
な
貢
献

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
パ
ン
は
「
気
分
の
す
ぐ
れ
な
い
と
き

に
は
エ
ラ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
。
エ
ラ
ー

ル
は
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
音
を
出
す
か

ら
だ
。
し
か
し
身
体
の
調
子
が
良
い
時
に
は

プ
レ
イ
エ
ル
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
。
プ
レ
イ
エ

ル
は
自
分
自
身
の
音
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
技
術
の
粋
を
極
め
た
職
人
エ

ラ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
vs
芸
術
家
の
感
性
を
持
ち

な
が
ら
楽
器
を
制
作
し
た
プ
レ
イ
エ
ル
の
ピ

ア
ノ
。
エ
ラ
ー
ル
の
輝
き
に
満
ち
た
宝
石
の

よ
う
な
音
色
は
パ
リ
の
サ
ロ
ン
で
愛
さ
れ
、

華
や
か
な
サ
ロ
ン
文
化
に
お
い
て
花
形
的
存

在
で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
プ
レ
イ
エ
ル
の

持
つ
独
特
の
音
色
は
シ
ョ
パ
ン
の
感
性
を
捉

え
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

プ
レ
イ
エ
ル
で
シ
ョ
パ
ン
の
《
夜
想
曲
》

を
弾
く
と
、
吐
息
の
よ
う
な
密
や
か
さ
、
繊

細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
し
っ
と
り
と
し
た
音
色

　
「
ピ
ア
ノ
の
詩
人
」
シ
ョ
パ
ン
が
ど
ん
な
楽

器
を
弾
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
簡
単
に

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
は
グ
ラ
ー
フ

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
シ
ョ
パ
ン
は
、

若
干
７
歳
で
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
を
作
曲
す
る
な
ど

幼
い
頃
か
ら
神
童
ぶ
り
を
発
揮
し
ま
し
た
。

ワ
ル
シ
ャ
ワ
音
楽
院
で
学
ん
だ
後
、
１
８ 

２
９
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
で
デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ

イ
タ
ル
を
開
き
、
成
功
を
お
さ
め
ま
す
。
こ

の
と
き
演
奏
し
た
楽
器
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・

グ
ラ
ー
フ
（
１
７
８
２
〜
１
８
５
１
）
制
作

の
ピ
ア
ノ
で
し
た
。
グ
ラ
ー
フ
は
、
耳
の
病

を
抱
え
た
最
晩
年
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
た

め
に
４
本
弦
の
特
注
ピ
ア
ノ
を
制
作
す
る
な

ど
ウ
ィ
ー
ン
を
代
表
す
る
制
作
家
の
一
人
で

し
た
。
軽
や
か
な
ウ
ィ
ー
ン
式
（
跳
ね
上
げ

式
）
ア
ク
シ
ョ
ン
の
グ
ラ
ー
フ
の
ピ
ア
ノ
は
、

繊
細
な
タ
ッ
チ
と
美
し
い
弱
音
の
音
色
を
持

ち
、
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
妻
に
も
愛
用
さ
れ
た
楽

器
で
す
。
シ
ョ
パ
ン
の
才
能
を
高
く
評
価
し

た
シ
ュ
ー
マ
ン
は
、「
諸
君
、
脱
帽
し
た
ま
え
。

天
才
が
現
れ
た
」
と
い
う
名
文
句
で
シ
ョ
パ

ン
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

パ
リ
・
デ
ビ
ュ
ー
は
プ
レ
イ
エ
ル

　

１
８
３
１
年
、
旅
の
途
中
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
ロ
シ
ア
軍
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
侵
攻
の
報
に
接
し
ま
す
。
こ
の
頃
作
曲
さ

れ
た
《
革
命
》
の
エ
チ
ュ
ー
ド
に
は
、
若
き

シ
ョ
パ
ン
の
絶
望
と
憤
怒
が
火
の
よ
う
に
燃

え
盛
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
愛
す
る
祖
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
は
戻
ら
ず
、
同
年
９
月
パ
リ
に
到

着
し
、
こ
の
地
で
音
楽
家
と
し
て
の
人
生
を

歩
み
始
め
た
の
で
し
た
。
パ
リ・デ
ビ
ュ
ー
は
、

サ
ル
・
プ
レ
イ
エ
ル
で
行
わ
れ
、《
ピ
ア
ノ
協

奏
曲 

ホ
短
調
》
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、
絶
賛

を
博
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
使
用
し
た
楽

器
は
、
カ
ミ
ー
ユ
・
プ
レ
イ
エ
ル
（
１
７
８
８

〜
１
８
５
５
）
制
作
の
ピ
ア
ノ
で
、
カ
ミ
ー

ユ
は
、
こ
の
後
も
ず
っ
と
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽

活
動
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

プ
レ
イ
エ
ル
社
は
、
１
８
０
７
年
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
制
作
家
イ
グ
ナ
ー
ツ
・

プ
レ
イ
エ
ル
（
１
７
５
７
〜
１
８
３
１
）
が

創
業
し
た
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー
で
す
。イ
グ
ナ
ー

ツ
は
ウ
ィ
ー
ン
で
ハ
イ
ド
ン
に
師
事
し
て
作

曲
も
学
ん
だ
後
パ
リ
に
移
住
し
、
工
房
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
プ
レ
イ
エ
ル
社
を
本
格
的

に
発
展
さ
せ
た
の
は
、
イ
グ
ナ
ー
ツ
の
後
を

継
い
だ
息
子
カ
ミ
ー
ユ
で
し
た
。

　

プ
レ
イ
エ
ル
の
ピ
ア
ノ
は
、
柔
ら
か
な
音

色
が
特
徴
の
楽
器
で
す
。
ダ
ン
パ
ー
（
止
音

装
置
）
の
フ
ェ
ル
ト
は
綿
毛
の
よ
う
に
柔
ら

か
く
、
そ
の
ダ
ン
パ
ー
が
ふ
わ
っ
と
降
り
て

く
る
た
め
、
音
の
切
れ
が
ま
ろ
や
か
で
、
人

の
声
に
近
い
感
じ
で
す
。
ま
さ
に
「
歌
う
楽

器
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ベ
ル
・
カ
ン
ト

奏
法
（
美
し
く
歌
う
よ
う
な
ピ
ア
ニ
ズ
ム
）

の
シ
ョ
パ
ン
に
と
り
、
常
に
傍
ら
で
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
表
現
し
て
く
れ
る
大
切
な

楽
器
と
な
り
ま
し
た
。

速
い
同
音
反
復
打
弦
が
可
能
な

エ
ラ
ー
ル

　

当
時
、
パ
リ
の
サ
ロ
ン
で
人
気
を
二
分
し

て
い
た
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー
は
、
プ
レ
イ
エ
ル

社
と
エ
ラ
ー
ル
社
で
し
た
。
ど
ち
ら
の
楽
器

も
イ
ギ
リ
ス
式
ア
ク
シ
ョ
ン
（
突
き
上
げ
式
）

を
備
え
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ラ
ー
ル
は
、
す

で
に
１
８
２
１
年
、
速
い
同
音
反
復
打
弦
を

可
能
に
し
た
ダ
ブ
ル
エ
ス
ケ
ー
プ
メ
ン
ト
機

構
の
特
許
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
構

に
よ
り
、
現
代
の
ピ
ア
ノ
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
基

礎
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

　
一
方
の
プ
レ
イ
エ
ル
は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
よ
り

も
音
色
に
こ
だ
わ
り
、
シ
ン
グ
ル
エ
ス
ケ
ー

プ
メ
ン
ト
機
構
を
採
用
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

で
独
特
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
は
第
２
響
板
（
弦
を
覆
う
２
つ
め
の
響

板
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
譜
面
台
の
左

右
は
手
前
に
引
く
こ
と
が
で
き
、
燭
台
を
乗

せ
て
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ

電
気
の
無
い
時
代
、
蝋
燭
の
炎
や
オ
イ
ル
ラ

ン
プ
の
光
の
中
で
シ
ョ
パ
ン
の
演
奏
は
楽
し

ま
れ
、
サ
ロ
ン
の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
パ
ン
は
１
８
３
６
年
、
リ
ス
ト
の
愛

人
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
伯
爵
夫
人
の
サ
ロ
ン
で

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
と
出
会
い
、
恋
愛
関

係
が
始
ま
り
ま
す
。
38
年
、
２
人
が
過
ご
し

た
マ
ヨ
ル
カ
島
に
は
、
プ
レ
イ
エ
ル
の
ピ
ア

ニ
ー
ノ
が
運
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
パ
ン
は

バ
ッ
ハ
の
《
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
～ 

24
の
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
～
》
を
毎
日
の
糧
と

し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
が
、
バ
ッ
ハ
へ

の
敬
愛
か
ら
生
ま
れ
た
《
24
の
前
奏
曲
op
・

28
》
を
は
じ
め
、《
バ
ラ
ー
ド
op
・
38
》《
ス

ケ
ル
ツ
ォ
op
・
39
》
な
ど
の
作
品
が
生
ま
れ
て 

い
ま
す
。

　

１
８
３
９
年
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
中
部
に

あ
る
ノ
ア
ン
の
サ
ン
ド
邸
で
初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
過
ご
し
、《
幻
想
曲
op
・49
》《
ピ
ア
ノ・

ソ
ナ
タ
第
２
番
》
な
ど
充
実
し
た
ピ
ア
ノ
作

品
を
残
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
が
所
有
し

て
い
た
39
年
製
の
プ
レ
イ
エ
ル
・
ピ
ア
ノ
が

現
存
し
て
お
り
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
イ
エ
ル
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
得
て
作
曲
さ
れ
た
作
品
の
ス
コ
ア
を
見
ま

す
と
、
ペ
ダ
ル
記
号
や
指
使
い
か
ら
は
、
シ
ョ

パ
ン
の
ピ
ア
ニ
ズ
ム
の
特
徴
が
見
て
取
れ
ま

す
。
あ
え
て
弱
い
小
指
や
薬
指
で
１
音
ず
つ

丁
寧
に
歌
い
上
げ
る
装
飾
的
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ

や
黒
鍵
か
ら
白
鍵
に
滑
ら
せ
る
よ
う
に
し
て

行
う
レ
ガ
ー
ト
奏
法
な
ど
、
プ
レ
イ
エ
ル
を

前
提
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
と
の
恋
に
終
わ
り

を
告
げ
た
翌
年
、
１
８
４
８
年
２
月
22
日
に

パ
リ
で
二
月
革
命
が
勃
発
。
シ
ョ
パ
ン
は
病

を
お
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
い
ま
す
。
弟
子

の
１
人
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
富
豪
の
娘
、

ジ
ェ
ー
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
招
き
に
よ
る
も

の
で
、
シ
ョ
パ
ン
は
プ
レ
イ
エ
ル
、
エ
ラ
ー
ル
、

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ッ
ド
の
３
台
が
置
か
れ
た
広
い

部
屋
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
３
カ
月
の
ロ
ン

ド
ン
滞
在
中
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
、
ワ
イ

マ
ー
ル
大
公
妃
な
ど
に
謁
見
し
た
ほ
か
、
ピ

ア
ノ
制
作
家
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
・
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ッ
ド
（
１
８
１
１
〜
93
）
と
親
し 

く
つ
き
あ
い
、
彼
の
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
体
力
の
消
耗
が
激
し
く
、
ロ
ン

ド
ン
で
最
後
の
演
奏
会
を
開
き
パ
リ
に
戻
っ

た
シ
ョ
パ
ン
は
、
１
８
４
９
年
10
月
17
日
、

姉
ル
ド
ヴ
ィ
カ
、
親
友
グ
ジ
マ
ワ
、
サ
ン
ド
の

娘
ソ
ラ
ン
ジ
ュ
ら
に
見
守
ら
れ
、
39
歳
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

１８４０年ごろのブロードウッドのピアノ

ショパンが演奏したエラールのピアノ

マヨルカ島に残る
ショパンのピアノ

プレイエル
（１８４３年製 筆者蔵）
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「
気
分
の
す
ぐ
れ
な
い
と
き
に
は
エ
ラ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
。
エ
ラ
ー
ル
は
、す
で
に

出
来
上
が
っ
た
音
を
出
す
か
ら
だ
。
し
か
し
身
体
の
調
子
が
良
い
時
に
は
プ
レ
イ
エ
ル

の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
。
プ
レ
イ
エ
ル
は
自
分
自
身
の
音
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
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